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● 現在の研究について 

○現在は、介護老人保健施設に入所されている認 

知症の方と関わらせていただきながら、思いに添

うケア、希望を実現できるようなケアとは、どの

ようなケアなのかを考える研究を行っています。 

（１）周囲からみて理解が難しい行動も、認知症

の方にとっては意味のある行動です。しかし、

どのような意味を持つのか、周りがどのよう

に理解し関わっていけばよいのか、という具

体的な方法は、まだ十分には明らかになって

おりません。私は現在、行動の意味や理由に

沿った適切な看護ケアとは、どのようなケア

なのか、を明らかにする研究を行っています。

今までの研究の結果、認知症の方の行動には、

原因疾患や重症度に応じた特徴があること、

そして周囲がその特徴を踏まえて関わるこ

とで、認知症の方がケアを受け入れやすくな

るということが、分かりました。 

（２）認知症が進行すると、身の回りの色々なこ

とを、自分で決めることができなくなると思

われてしまいます。しかし、周囲の手助けが

あれば、自分で決められることが沢山ありま

す。私は現在、認知症の方が、自分の思いを

周りに伝えることが難しくなった場合、その

思いをどのようにして周囲が知り、実現して

いけばよいのか、という具体的な方法を明ら

かにするための研究を行っています。今まで

の研究の結果、「行動の選択肢を提示する」 

 

 

 

 

 

「どちらが好きかなどを尋ねる」「決めることが

できるまで側で待つ」などの方法が、認知症の方

の「自分で決める」力を引き出すことがわかりま

した。援助者が、認知症の方の思いを理解する糸

口をみつけ、毎日の生活の中で自己決定を支える

ことで、認知症の方に「周りに対する関心が広が

る」「笑顔が増える」などの良い変化がみられる

可能性があります。 

 

● 今後進めていきたい研究について 

私は今後、今までの研究の結果をもとに、「認

知症の人の行動・心理症状に対する看護プロトコ

ル」と、「認知症の人の自己決定を支える看護プ

ロトコル」を作成していきたいと考えています。

このプロトコルとは、周囲の人が、認知症の方の

思いをどのように理解して、どのように関わって

いったらよいのか、のヒントになるものです。 

私は看護職として、将来的に、認知症になって

も安心して、良いケアを受けながら生活すること

ができる社会を作っていけるよう、努力していき

たいと考えています。 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

 高齢者施設や、地域などで、日常生活のケアを

実践している専門職（看護職・介護職）と連携し，

プロトコルを用いた看護ケアを実践して行きた

いと考えています。 

 

● これまでの連携実績 

 


